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/* 49malloc.c メモリ操作関数

C言語には、メモリを効率的に利用するための仕組みがある。

必要な時にメモリを確保し、不要になればメモリを解放して他のアプリケーション
で利用できるようにする仕組みである。

この考え方は、メモリが高価なものだった時代は、効果があった。メモリの容量を
気にしてコンピュータを扱うことがなくなった現代では、メモリを意識せずにプログラ
ミングする人が増えた。それによって、プログラマの想像力が減退している感は否めな
い。

メモリ操作関数を使って、プログラマがメモリ管理をある程度は行うことができる
。

すべてのメモリ状態を把握したいのであれば、機械語（010011010・・・）でプ
ログラムを記述するしかない。

ちなみに、メモリ解放関数であるfreeをし忘れたとしてもOSがメモリを解放する仕
組みにはなっている。しかし、OSの挙動をあてにしていては、あなたのプログラミング
能力は向上しない。

OSも完全ではないからだ。
しかるに、現代でもメモリ操作関数を学ぶ意義は大いにあると考える。

文責 武田 修一 2013/11/28

手順
1) malloc によるメモリ領域確保（アプリケーション実行に必要なメモリを安全に

確保するため）
2) memset による確保領域のクリア（確保しただけは、メモリ領域内の内容に昔

の内容が残っている場合があるため）
3) free によるメモリ確保領域の解放（他のアプリケーションで使えるようにする

ため）

※メモリ操作プログラムにおいて、malloc関数とfree関数は一対で考えるべきであ
る

*/

#include <stdio.h>
#include <stdlib.h>
#include <string.h>

  29 int main(void)
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{
char *pstr;
char buf[] = "ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ";
int i;

/* 領域確保 */
pstr = malloc(sizeof(buf));
if(pstr == NULL){

perror("malloc");
exit(EXIT_FAILURE);

}
/* 確保領域クリア */
memset(pstr, 0, sizeof(buf));

/* buf --> pstrにコピー */
memcpy(pstr, buf, sizeof(buf));
printf("%s\n", pstr);
/* 領域解放 */
free(pstr);

return 0;
  51 }


